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1 パリは、晴。
























































































可 否 区 可 否







海陸軍・遊動国民衛兵兵士の投票6 可 236,623人 否 9,053人















































第1師団 師団長 ド・マルロワ将軍、第1旅団 旅団長 マルテノー将軍、
第2旅団 旅団長 パチュレル将軍
第2師団 師団長 モウデュイ将軍、第1旅団 地方の遊動国民衛兵集団 
旅団長 ヴァランタン大佐、第2旅団 旅団長 ブレイズ将軍
第3師団 師団長 ブランシャール将軍、第1旅団 地方の遊動国民衛兵









司令官 ルノー将軍、総参謀長 フェリ・ピサーニ将軍、砲兵司令官 ボ
ワソネ将軍、工兵司令官 コルバン大佐、主計官 ベイヨ主計官
第1師団 師団長 スュスビェ将軍、第1旅団 旅団長 ボネ大佐、第2旅
団 旅団長 ルコント将軍
第2師団 師団長 ベルトー将軍、第1旅団 旅団長 ボシェー将軍、第2
旅団 旅団長  ブティエー大佐
第3師団 師団長 ド・モースィオン将軍、第1旅団 旅団長 クールティ
将軍、第2旅団 旅団長 ド・ランクロ将軍
第3軍団 3軍団中の応援部隊とする。
総司令官 デ・クセア将軍、総参謀長 ベルガリー大佐、砲兵司令官 プ
ランストー将軍、工兵司令官 ラゴン大佐、主計官 プレヴァル主計官
第1師団 師団長 ド・ベルマール将軍、第1旅団 旅団長 フルネ大佐、
第2旅団 旅団長 コロニュー大佐
第2師団 師団長 マッタ将軍、第1旅団 国民衛兵 旅団長 ファロン
将軍（地方の遊動国民衛兵集団）、第2旅団 旅団長 ドードル将軍
騎兵師団 師団長 シャンペロン将軍、参謀長 ロスモルデュック騎兵隊




第1師団 師団長 スーマン将軍、参謀長 ペシャン中佐、第1旅団 旅
団長 ダルジャントル将軍、第2旅団 旅団長 ド・ラ・シャリエール将
軍
第2師団 師団長 ド・ラ・ロンシエール海軍少将、第1旅団 旅団長
ラヴォワネー大佐、第2旅団 旅団長 アンリオン大佐、第3旅団 旅団
長 ラモット・テネー海軍中佐
第3師団 師団長 ド・リニェール将軍、参謀長 モルランクール少佐、
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第1旅団 旅団長 フィロル・ド・カマ大佐、第2旅団 旅団長 ド・シャ
ンベレ大佐
第4師団 師団長 ド・ボーフォル将軍、参謀長 ルコック少佐、第1旅
団 旅団長 デュムーラン将軍、第2旅団 旅団長 ダンドレー海軍中佐
第5師団 師団長 コレアー将軍、参謀長 ヴィアル少佐、第1旅団 旅
団長 シャンピオン中佐、第2旅団 旅団長 ポリオン大佐
第6師団 師団長 ドューグ将軍、参謀長 デロワ少佐、第1旅団 旅団
長 ド・ブレ海軍中佐、第2旅団 旅団長 ブロー大佐
第7師団 師団長 ポチュオー海軍准将、第1旅団 旅団長 ルメン中佐、
第2旅団 旅団長 サルモン海軍中佐














13 10日付 le Rappelは、人数を英国人約100人、スイス人約15人とする。
14 11月6日付及び7日付官報掲載。
15 パリは、曇、夕方雨。


























































































































































































46 18日付le Journal des Débats引用の10月25日付ベルリン発the Times























































































































































































































































































99 11月11日付la Presseが露国のトルコに対する開戦の動きを報じたが、12月3日付le 






































































































































































































































































































































































































































去を中立国艦船に求めた。ただし、23日付le Journal des débatsによれば、ディエップ
は12日には占領されており、上記の鉄道路線も13日には切断されていた。
184 出典未確認。
横浜市立大学論叢人文科学系列 2016：Vol.68 No.1
53
ンで売ったという。卵1個が1フラン2サンチーム（日本で3朱300文余り）
である。その高値に驚くべきである。しかし、人が求めるものは、非常に
稀にしか売られず、容易く買えない。
パリの籠城が既に100日、市内の抵抗の力がやや緩み、気力が大きく衰
えた。色々その事情を観察すると、以前、政府が頼みとしたのは、専ら地
方からの救援軍であった。もし、地方の救援軍が敵の背後を襲い、進んで
市外まで近づく機会があれば、忽ちに市内の兵を挙げ、追い払おうと憤り
も露わにし、内外の仏軍が協力し、敵の囲みを破り、進撃の道路を開こう
とするだろう。そうであったが、普軍幕僚がこのことを察し、先回りし、
兵を配備し、頻繁に地方の救援軍を追い払い、その根拠地を暴き、進んで
政府派遣部のあるトゥールに迫り、地方の救援軍が遠くに逃げた。
そこで、パリ市内の望みが一度に失われ、活路を求めようがなく、敵を
排除する策もない。大統領トロシュウ将軍が内外の国民衛兵を率い、城外
に布陣するといっても寒さの厳しい時期であり、連日の雪や霜に曝され、
兵士は、このために手足に傷を負い、病気になった。今、仏普両軍を上か
ら見て、状況の進退や難易を推察すると、一日何もせず日を送れば、城中
では一日分の食料を費やし、落城の時が一日近づくことと同じである。こ
れでは、攻撃兵の戦略が一日毎に進捗し、防衛兵の抵抗力が一日毎に消耗
する。その利害得失が時々刻々明らかになる。明日の状態もまた推察でき
るだろう。
（巻の4完）
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